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⑱【社会福祉法人新潟市社会事業協会　信楽園病院】
住　　 所 〒９５０－２０８７　新潟県新潟市西区新通南 ３－ ３－１１ 病床数：３２５床

診 療 科 目
内科、腎臓内科、呼吸器内科、感染症内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病・内分泌内科、脳神経内科、血液内科、外科、
消化器外科、乳腺・内分泌外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、胸部・血管外科、眼科、リハビリテーション科、放射線診
断科、麻酔科、病理診断科、臨床検査科、歯科口腔外科

研修責任者名 川崎　　聡（副院長） 連絡先：keiri@shinrakuen.com
　　　　０２５－２６０－８２００（代表） 連絡先担当者名：経理係

新臨床研修
医指導実績

・新潟大学臨床研修病院群研修プログラム採用
平成２３年度：０人、２４年度：０人、２５年度：１人、２６年度：０人、２７年度：１人、２８年度：２人、２９年度：２人、３０年度：２人、
令和元年度： ２人、 ２年度： １人、 3年度： 2人、 4年度： 2人、 5年度： 1人
・その他プログラム採用
平成２６年度： １人、２８年度： ３人、２９年度： ６人、３０年度： ６人、令和元年度： ７人、 ２年度： ８人、 3年度： 7人、 4年度：
5人、 5年度： 6人

研修受け入れ可能診療科※ 学会認定専門医数 学会認定指導医数
必修：�内科（内科、腎臓、呼吸器、感染症、

消化器、循環器、糖尿病・内分泌、
神経）、外科（消化器・一般外科）

選択研�修：脳神経外科、病理診断科

内科（内科）１3人、内科（循環器）1人、内科（心
血管インターベンション） １ 人、内科（消化器
内視鏡） 2人、内科（消化器病） 2人、内科（肝
臓） 1人、内科（呼吸器） 2人、内科（感染症）
1 人、内科（糖尿病） ２ 人、内科（病態栄養）
１ 人、内科（腎臓） 5 人、内科（透析） 5 人、
内科（神経） ２ 人、内科（脳卒中） １ 人、放射
線診断科（放射線診断）1人、外科（外科）３人、
外科（消化器外科） ３ 人、外科（大腸肛門病）
１ 人、脳外科（脳神経外科） 2 人、脳外科（脳
卒中） ２ 人、脳外科（脳血管内治療） ２ 人、麻
酔（麻酔） １人、病理 １人、認知症 １人

内科（内科） 8人、内科（呼吸器） １人、内
科（感染症） ２ 人、内科（病態栄養） １ 人、
内科（腎臓） 4人、内科（透析） 3人、内科
（神経） １ 人、外科（消化器外科） １ 人、脳
外科（脳神経外科） 2人、脳外科（脳神経血
管内治療） ２人、脳外科（脳卒中の外科） １
人、病理 １人、認知症 １人

施設の概説・特徴
　主に成人病を対象とした専門病院である。なかでも透析医療は日本の先駆けをなし、県内はじめ日本の中心的役割を担っていると自負し
ている。救急医療部門では心疾患を循環器内科が、脳卒中に脳神経外科・脳神経内科が、急性腹症に消化器内科・外科が迅速な対応に当
たっている。また糖尿病、リハビリテーション、神経難病など慢性期医療にも力を入れている。
研修受け入れ可能診療科の説明
内科：内科全般にわたって高度な医療を実践しているが、急性白血病などは他の病院の専門医に依頼している。循環器の心臓カテーテル検
査・治療例数は県内有数であり、消化器は消化器一般と肝疾患を得意としている。呼吸器・感染症はとくに感染症に力を入れており、糖尿
病・内分泌は多数の糖尿病症例と多彩な内分泌疾患を扱っている。脳神経内科は脳神経外科とも協力し広い地域から脳血管障害を受け入れ
ている。また変性疾患も扱い、さらに在宅医療にも力を入れている。腎・高血圧は透析療法に関しては日本の老舗の一つであり、腎臓病全
般の研修が可能である。
外科◆：肝・胆・膵外科を得意とするが、内視鏡手術も含めた消化器外科全般の手術を行っている。
脳神経外科：脳血管障害全般に対し超急性期～慢性期まで網羅した幅広い治療を行っている。従来の動脈瘤クリッピング術や頭蓋内外バイ
パス手術などの外科治療に加え、急性期血栓回収術、頸動脈ステント留置術、脳動脈瘤コイル塞栓術、脳動静脈奇形塞栓術などの脳血管内
治療を積極的に導入している。また新潟西地区の頭部外傷も引き受けている。
研修の概説と特徴
　当院の研修では、技術的な勉強もさることながら、生涯医師を続ける際に必要な論理的な考え方を身につけてほしいと考えている。 ６～
８週間を一つの単位として各診療科を研修し、診療科の選択に関しては研修医の希望を尊重する。検討会や回診等は診療科により異なるが、
各診療科に指導医が研修指導を行う。CPC、組織検討会等は研修している科に係わらず積極的に参加する。剖検も経験していただく。
研修医の当直
１ 年次：新潟市内科輪番及び研修中の診療科の上級医の日当直日において、月 ２～ ３ 回の日直あるいは準夜帯（１７：１５～ ０ ：００）の副当直
を行い、日当直医の指導のもと、救急患者の診療・処置に参加する。
２年次：月 ２～ ３回の日直及び当直（１７：１５～ ８ ：３０）を上級医あるいは指導医とともに行う。
処　　　　遇
●給与： １年次（月額基本給）４２０,０００円、 ２年次（月額基本給）４５０,０００円
　　　　（諸手当）通勤手当：上限３５,０００円、緊急出勤手当：５,０００円～２２,５００円（出勤時間による）
 　　　　　　　　宿日直手当： １年次１１,０００円、 ２年次２２,０００円
 　　　　　　　　宿日直加算手当：平均５２,０００円
●食事：昼食は職員食堂や売店。夕食は各自用意。
●宿舎：個人準備　住居手当あり（上限２８,０００円）
●居室：研修医専用の居室有
●図書・文献：各種資料検索のための図書室有
　　　　　　　医中誌Web/Up To Date／最新看護索引Web
　　　　　　　書籍：和書2,619冊／洋書843冊
　　　　　　　雑誌：国内23誌／国外12誌（電子ジャーナル 6誌）
●インターネット環境：各自の机からインターネット接続可能。
※「必修」で掲載されている診療科は、「選択研修」でも研修可能です。
◆�令和 6年度当院での外科（必修）担当科の １つであり、研修の際は、基本的な外科手技と全身麻酔手術時の周術期全身管理能力を修得す
る。




